
3 利 用 方 法 

 

 ここでは、「2 経営指標一覧」に掲げた各経営指標を用いて経営分析を行う。 

 

(1)分析の手法 

まず、各団体で、当該事業がどの類型に該当するのか「5 団体別類型一覧表」で確認する。次

に「6 事業別・類型別平均値一覧」から各団体が属する類型(Aa1、Aa2、…)の平均値(または分類

区分(A、B、…)の平均値も可)を確認する。さらに、「7 経営分析表」から各団体の数値を確認す

る。 

こうして作成された表から、各団体、各事業の経営指標を、同類型(もしくは同分類区分)にお

ける平均値及び同事業における全国平均値と比較することができる。 

また、「7 経営分析表」で、同類型に属する個々の団体の数値と比較することも可能である。

特に、処理区域内人口の少ない団体にあっては、他事業とも比較を行うのが望ましい。 

 

(2)留意点 

ここでは比較分析を行うに当たっての留意点を示したので参考にされたい。 

 

ア 施設の効率性 

下水道事業は、先行的に施設整備を行う事業である。供用開始後、汚水処理サービスの対

価として使用料を収入することにより、施設建設に要した経費を回収するものである。また、

このような経費は汚水量の多寡に関連しない固定的な経費でもあることから、早期の水洗化

等により施設の利用効率を高める必要がある。さらに、有収水量の増加による使用料収入の

確保を図ることにより、投下した資本を早期に回収する必要がある。 

 

(ｱ)水洗化率(%) ＝ 

 

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水を処理している人口の割合

である。 

下水道事業は、一般に末端管渠が整備されてから水洗化されるまで相当程度の期間を要

するものである。したがって、末端管渠整備後間もない区域の多い事業体では、低い水洗

化率となる場合も多いと考えられる。しかし、少なくとも類型平均と比較して低い事業に

あっては、特殊な問題がないか検討する必要がある。また、供用開始後年数が短い事業に

ついても、100％に近づくよう常に努力しなければならない。 

 

 

現在水洗便所設置済人口
現在処理区域内人口

×100



 

(ｲ)有収率(%) ＝ 

 

処理した汚水のうち使用料徴収の対象となる有収水の割合である。有収率が高いほど使

用料徴収の対象とできない不明水が少なく、効率的であるということができる。 

下水道においては、管渠の接続部分、マンホール等からある程度の不明水が流入するこ

とはやむを得ないものである。しかし、著しく有収率の低い団体にあっては、多量の不明

水が発生する原因の究明とその削減に努める必要がある。不明水の発生理由としては、管

渠の接続部分、マンホール等からの流入や、汚水桝と雨水桝の誤接続による雨水の流入、

無届排水設備からの汚水の流入、井戸水等の認定水量と実際の使用水量との誤差の発生等

が考えられる。これらの有無を検証し、適切な対策を講じる必要がある。 

 

イ 経営の効率性 

下水道事業は、地方財政法上の公営企業とされており、一般会計との間の適正な経費負担

区分を前提として、その事業に伴う収入によってその経費を賄うという独立採算制の原則が

適用されている。 

一般会計による負担によってその経費を賄うことが認められている経費としては、雨水処

理費、高度処理費、高資本費対策経費等がある。これら以外の経費を決算統計上は「汚水処

理経費」として整理しており、これを下水道事業の経営に伴う収入で賄わなければならない

こととなる。 

 

(ｱ)使用料単価(円/m3) ＝ 

 

有収水量 1m3 あたりの使用料収入であり、使用料の水準を示す。 

下水道の使用者には、一般家庭のほか工場や事業所も含まれ、使用の実態は地域によっ

て様々である。そのため、団体ごとに、地域の実情に応じた使用料体系を採用している。

従量使用料に基本使用量を併置している団体が多いものの、累進制の採用及び累進度の設

定、水質使用料制の採用、さらに一般排水と特定排水の区分など、団体によって使用料体

系は様々である。 

このような実態を踏まえれば、使用料設定の適否については後述する 1 ヶ月 20m3 あたり

一般家庭用下水道使用料だけでなく、使用料体系全体としての検討が必要であるといえる。

使用料単価は、その分子が全体の使用料収入であり、団体の使用料水準の全般を論じる際

に有効であるといえる。したがって、類型平均と比較して低い事業体にあっては、本指標

と使用料体系及び 1 ヶ月 20m3あたり一般家庭用下水道使用料を併せて、他の団体と比較検

討することにより、自団体の使用料設定上の問題点を究明する必要がある。使用料体系等

年間有収水量
年間汚水処理水量

×100
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年間有収水量

×1,000



使　用　料　収　入
汚　水　処　理　費

使　用　料　収　入
汚水処理費(維持管理費）

×100

×100

については、「下水道使用料の概要」で、取りまとめているので参考にされたい。 

また、使用料単価は、経費回収率の分子をなす指標である。経費回収率及びその分母を

なす汚水処理原価と併せて自団体の経営上の特徴、問題点を分析する必要がある。 

 

(ｲ)汚水処理原価(円/m3) ＝ 

 

(維持管理費) (円/m3) ＝ 

 

(資本費) (円/m3) ＝ 

 

有収水量 1m3 あたりの汚水処理費であり、その水準を示す。 

汚水処理費は、維持管理費と資本費とに分けられる。 

維持管理費は日常の下水道施設の維持管理に要する経費であり、具体的には、人件費、

動力費、薬品費、施設補修費、管渠清掃費及びその他の維持管理費によって構成される。 

維持管理費を抑制して住民負担を極力軽減するためには、維持管理に当たって組織の簡

素合理化、定員管理の適正化、業務の民間委託等を推進することにより、経費の徹底的な

抑制を図る必要がある。特に中小市町村等においては、複数の処理場の広域管理や水質検

査、汚泥処理の共同化等の広域的処理、ポンプ場の遠隔制御等による無人化、民間委託の

活用等により効率的な維持管理に取り組む必要がある。 

資本費は、地方公営企業法適用企業にあっては減価償却費、企業債等支払利息(一時借

入金利息を除く。)及び企業債取扱諸費等の合計額である。地方公営企業法非適用企業に

あっては、地方債元利償還額及び地方債取扱諸費等の合計額である。資本費については、

すでに発行された企業債(ないし地方債)や資産の取得原価に基づき算定されものであり、

下水道使用水量や使用者数の多寡にかかわりなく、償還時点においては固定的に必要とさ

れる費用なので、短期間での削減は難しい。 

汚水処理原価(資本費)について、同一類型内で他と比較して高ければ、処理場等の能力

等が現時点では過大なものとなっている可能性が高く、早期に計画上の処理量に達するよ

う末端管渠等の整備を促進する等の措置を講じる必要がある。また、今後整備を進める地

域については、事業規模、処理システムの変更も含め、計画の見直しを行い、過大な建設

投資を回避することにより、将来の資本費の削減を徹底すべきである。 

 

(ｳ)使用料(経費)回収率(%) ＝ 

 

(維持管理費)(%) ＝ 

  

汚　水　処　理　費
年間有収水量

汚水処理費(維持管理費）
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×1,000
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汚水処理に要した費用に対する、使用料による回収程度を示す指標である。下水道の経

営は、経費の負担区分を踏まえて汚水処理費全てを使用料によって賄うことが原則である。

したがって、経費回収率は、下水道事業の経営を最も端的に表している指標といえよう。 

「4 事業別・類型別使用料等の概況」をみると、供用開始後年数が小さいほど、回収率

は小さくなっている。これは、供用開始後間もない事業体においては、有収水量が少なく、

汚水処理費の多くを賄えない状況にあるためと思われる。このような事業体では、汚水処

理費全てを使用料の対象経費とすると、その結果、使用料が著しく高額となるため、過渡

的に使用料の対象とする資本費の範囲を限定している場合がある。しかし、汚水処理費に

ついては、経費の負担区分に基づき一般会計等が負担する経費を除き、維持管理費、資本

費にかかわらず、使用料対象経費とすべきことが原則である。よって、有収水量の確保を

図ることにより、早急に資本費を使用料対象経費とするよう努めるべきである。 

また、供用開始後間もない団体にあっても、少なくとも維持管理費は使用料により回収

すべきである。経費回収率(維持管理費)が 100％を下回っている団体は、早急に、組織の

簡素合理化、定員管理の適正化、業務の民間委託等を推進することにより、経費の徹底的

な抑制を図る一方、使用料の適正化を図ることにより、回収率の向上に取り組む必要があ

る。 

 

(ｴ)1 ヶ月 20m3あたり一般家庭用下水道使用料(円) 

一般家庭において 1ヶ月あたり 20m3使用した場合に下水道使用料として徴収される金額

である。ただし、戸割、人頭割等の使用料を設定している団体にあっては、世帯員数を 3

人とした場合、浄化槽の人槽区分別に使用料を設定している団体においては、５人槽の場

合（５人槽の区分のない団体にあってはもっとも小さい人槽区分）の使用料としている。

また、地区別等、複数の使用料体系を設定している場合は、一番有収水量の多い使用料体

系での額としている。 

 「4 事業別・類型別使用料等の概況」をみると、有収水量密度が小さく、供用開始後年

数が短いほど、一般家庭用使用料は高くなっている。 

 なお、前述のとおり、(ｱ)使用料単価と併せて分析されたい。  

 

(ｵ)処理人口 1 人あたりの維持管理費 

これは、現在処理区域内人口 1 人あたりにかかっている維持管理費であり、効率的な維

持管理の状況をみるものである。なお、この場合の維持管理費には、管渠、ポンプ場、処

理場その他にかかっている汚水処理費、雨水処理費、流域下水道管理運営費負担金その他

など、全てが含まれている。 

「4 事業別・類型別使用料等の概況」をみると、公共下水道では概ね、処理区域内人口

が少ないほど、供用開始後年数が短いほど、また有収水量密度が小さいほど、1 人あたり



の維持管理費は高くなっている。 

また、有収水量密度との関係をみると、特定環境保全公共下水道では有収水量密度が高

くなるほど 1 人あたりの維持管理費が高くなるという傾向もみられる。このことから、有

収水量の密度の高さが、1 人あたりの維持管理費を抑えていると一概に言えないことが伺

える。 

 

(ｶ)処理人口 1 人あたりの資本費 

これは、現在処理区域内人口 1 人あたりにかかっている資本費である。なお、この場合

の資本費とは、法適用事業は減価償却費と企業債利息等、非適用事業は地方債償還金と地

方債等利息等である。いずれも、汚水処理費、雨水処理費、高度処理費その他など、全て

が含まれている。 

「4 事業別・類型別使用料等の概況」をみると、公共下水道では概ね、処理区域内人口

が少ないほど、供用開始後年数が短いほど、また有収水量密度が小さいほど、1 人あたり

の資本費は高くなっている。 

 

(ｷ)処理人口 1 人あたりの管理運営費 

 これは、現在処理区域内人口 1 人あたりにかかる管理運営費である。この場合の管理運

営費とは、維持管理費との資本費を合計したものである。概ね、(ｵ)、(ｶ)と同様になって

いる。 

 また、事業別にみると、公共下水道よりも特定環境保全公共下水道の方が、現在処理区

域内人口 1 人あたりの管渠管理運営費が高いことが分かる。 

 

(ｸ)処理人口 1 人あたりの維持管理費(汚水分) 

(ｹ)処理人口 1 人あたりの資本費(汚水分) 

(ｺ)処理人口 1 人あたりの管理運営費(汚水分) 

 これらは、(ｵ)～(ｷ)を、使用料により回収すべきである汚水処理費分に限ったものであ

る。概ね、(ｵ)～(ｷ)と同様になっている。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


